
中国の商標 · 登録

「先願主義」— 先に出願し
た者がブランドを手にする
中国では、商標の権利は長く使ってきた者ではなく、出願書類を最初に当局へ提出した者に与えられま
す。知名度も長年の販売実績も、それ自体では優位性になりません。だからこそ先手を打つ必要があり
ます。

優先権：6か月
パリ条約による優先権が認められます。本国で出願しておけば、半年以内にCNIPA（国家知識産
権局）へ最初の出願日を優先日として認めるよう求めることができ、中国での出願日をさかのぼ
らせられます。



未登録商標の保有者が背負うリスク

出願が不可欠な場面 — 次のいずれか一つでも当てはまるなら先延ばしにしないでく
ださい：

中国に生産拠点がある

自社ブランドで中国市場または海外市場へ販売している

中国が製造工程の一部を担っているだけの場合も含む

目安となる原則
出願は出荷開始の前に。最初の紛争が起きてからでは遅すぎます。



どのような標章が登録できるか
決め手となる基準は識別力です。商標は、棚に並ぶ隣の商品と自社の商品を見分けさせるものでなけれ
ばなりません。香りやにおいは中国では保護の対象になりません。

種類

外国企業の落とし穴：ブランドの中国語名
ラテン文字版の保護は、その漢字の「分身」にまでは及びません。「中国語版」は第三者に先取
りされうるのです。名称の翻案には三つの道があります：意味から — Apple → 苹果（「りんご」）·
音から — McDonald's → 麦当劳、Audi → 奥迪 · その両方 — Coca-Cola → 可口可乐（「味わって楽し
む」）。New Balance は「新百伦」版をめぐる争いで数百万規模の支払いを命じられました。中国
語名は自ら考案し、自ら押さえておくのが賢明です。



ニース分類の区分と類似群
土台はニース分類ですが、中国独自の補正が入ります。類がさらに類似群へ細分されるのです。願書に
は類、類似群、そして指定商品・役務の正確な文言を記載します。

例
朝食付き小規模ホテルチェーンの場合：第43類「飲食物の提供および宿泊」→ 該当する類似群 →
「宿泊施設の提供」という項目。

注意
指定商品・役務の書き方が雑であることは、最も高くつく誤算です。正しい類似群を欠けば、似
たサービスは無防備なまま残ります。類似群は事前に代理人と突き合わせてください。



三つのステップ：調査から登録証まで



登録への二つの道：

中国国内に住所・営業所を持たない出願人は、いずれのルートでも、資格を有する特許・商標代
理人を通じて手続を行います。



いくらかかり、どれだけか
かり、その先に何をするか
項目 目安



登録後は守りへ

台湾、マカオ、香港
中国本土での保護はこれらの地域には届きません。それぞれが独自の登録制度を持っています。
各法域へ個別に出願する必要があります。

数値は目安
公開情報にもとづく目安であり、公式の料金表ではありません。費用は指定商品・役務の一覧に
連動するため、出願前に最新の見積もりを代理人に確認してください。
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